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New 　Campus （17）

京都大学 ・ 大学院理学研究科 ・

地球惑星科学専攻

町田　忍 、 北村雅夫 2

1． はじめに

　京都大学理学部は ， 日本の惑星科学の
一

つ の 拠

点で ありました。と くに ， 林忠 四郎 ， 長谷川博
一

両先生 の研究室か ら数多 くの優秀 な門下生が生ま

れ，その 人達が，現在，日本惑星科学会で精力的

に 活躍され て い るこ とは，よ く知 られて い る こ と

で あります。また， 日本惑星科学会の設立総会が，

京都 で 開 か れ た地球惑星科学関連学会合 同大会に

お い て開催 されたこ ともあっ て
， 日本惑星 科学会

と関連の 深い 学部で あ ります．

　京都大学理学部と理学研究科は
， 平成 6年度の

大学院重点化 によ っ て改組され ， 理学部は理学部

理学科 と して
一本化 されました．また，重点化 さ

れた大学院では，理学研究科に，従来の 理学部地

球物理学教室と地質学鉱物学教室さらに防災研究

所 などを母体 と して
，

地球惑星科学専攻が設置 さ

れま した．こ の 新 しい 専攻は
， 地球物理学分野と

地質学鉱物学分野からなり， 各々 の 分野で研究 ・

教育を行 っ て い ます．以下 に ， 地球物理 学分野 と

地質学鉱物学分野 に分けて紹介 します．

2． 地球物理学分野の紹介

2．1 固体地球物理学系

a）｝9121i ’ び 　
士

亦 　
su
　

・
では，重力計，電磁

　波測距儀，傾斜計お よ び伸縮計などを用 い た測

　定に よ る 地殻変動 と地球潮汐 ， 地下 構造 ，地殻

　応力や地震予知 の 研 究が行わ れ て い ます．人工

　衛星に よる精密測位の応用 や ， 観測に必要な計

　器と方法の 開発 も同時に進め て い ます。

b） 　
nl｛

び
・

　
｝lf’x− X

では，地震波動，

　地震発生機構， 地震活動，地震予知，テ ク トノ

　 フ ィ ジ ッ ク ス ，地 殻お よび地球 の 内 部構造 な ど

　に関する研究 を行 っ て い ます．また，岩石破壊

　実験や 岩石鉱物 の 物性な どに 関する高温高圧実

　験も実施して い ます．

c ）LEUtsnjll：ew で は 火山 の構造や 活動 の 様相を

　解明 し，火 山噴火予知に向け， その 性質が調べ

　 られ て い ます．

d）　　　
ny一

び
』
　 浩 払

　
・
では，地殻構造の

　物理探査法の研究や地震波の発生 ・伝播機構，

　活断層 ・活褶 曲 ・活傾動 をは じめ と した第四 紀

　の 地殻運動の研究を行な っ て い ます．

e）W W で は，地盤沈下 ， 地すべ り，

　火山 噴出な どが環境 に与 える影響が調べ られ，

　 また，そ の他の 地表変動現 象が陸地部 の 環境に

　与える影響の研究が行われ て い ます．

　こ の 分野 は，旧理学部地球物理学教室 ， 理学部

付属研究施設 ， 防災研究所 などを主体 として 発足

し
， 次の 3つ の 系で構成 されて い ます．

2．2 水圏及び気圏物理 学系

a）
「k ’：

　　
ltl5

　
L ・

では，海洋における物理過程が，

　観測資料解析，
人工衛星画像解析，数値実験な
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　どに よ っ て研究 され て い ます．世界海洋の水塊

　形成にかかわ る熱 と物質 の 輸送の 物理過程 と流

　れ の 変動場が研究され，そ れ をもた らす流れ変

　動場 の 解 明が行わ れ て い ます ．

b）陸丞物理堂分畳で は
， 水圏に おける水の循環過程

　を明らかに し， 湖沼， 河 川 ， 地中にお け る水の 分

　布状況や流動機構，さらに，水圏と土壌圏 ・岩石

　圏との相互作用などが研究 され て い ます．

c）＿ では，地球

　大気の構造や 運動に 関する観測的，解析的お よ

　び理論的な研究が行われて い ます．近年では，研

　究の 対象は対流圏や成層圏に とどまらず，中間

　圏や熱圏下部へ も広が り， 海洋 を含めた い わゆ

　る地球流体物理学へ と変貌しつ つ あ ります．こ

　れ らの基礎研究の ほ か に
， 応用気象学の分野 も

　拡大 し ， 災害科学の立場か らの研究 も行わ れ て

　 い ます．

d）地盥 で は，地球内部熱源に起因す るさ

　ま ざまな現象の 解明を目的と して ，地熱流体の

　流動 ・水文循環過程 ， 火山 ・地熱活動の 特性，

　火山地質 とテク トニ クス ，岩石
一

熱水相互作用 ，

　地下熱構造の発達過程，地殻 ・マ ン トル の熱過

　程などが研究されて い ます．

2．3 地球惑星電磁気学系

a）太陽惑星2kgSliilZti11±Elで は，太陽面現象と地

　磁気活動の 関係 ， 太陽風 と磁気圏の 相互 作用 ，

　プラズ マ 粒子加速の 物理 ，磁気嵐 とサ ブス ト
ー

　 ム ，惑星の電離圏お よび磁気圏の 電流 ・磁場 ・

　波動構造 ， 電離大気の 構造な どの 研究が ， 地上

　と人工衛星の デ
ー

タ解析 ，計算機シ ミュ レーシ

　 ョ ン ，測器開発 と観測 に よっ て行われて い ます．

b）w a で は，地震，火山噴火な

　ど地殻活動 に関連した地球磁場 ・電場 の 時 間変

　化 を観測 し，その メ カ ニ ズ ム や特性が調べ られ

　て い ます．また
， 磁気異常 ， 電気伝導度異常な

日本惑星科学会誌VoL5　No ．4，1996

どか ら地球内部の 構造に 関す る研究が行われ て

い ます．

　研究 と教育は ，地球物理学分野所属の 教官 と理

学部附属地球物理学研究施設（別府）， 火山研究施

設 （阿蘇）， 地磁気世界資料 解析 セ ン ター
， 防災研究

所， 超高層電波研究セ ン タ
ー

な どの所属教官に よ

っ て 行われ て い ます．

　上記の分科の 中で，特に，惑星科学と して現在，

直接研究が関わっ て い るの は，太陽惑星系電磁気

学分科で ，こ こ に所属す る筆者 の
一

人 （町田）は，

1998年夏期に打 ち上げ予定の火星探査機PLANET −

B計画 に参加 し
， 現在その準備作業を行 っ て い る と

こ ろ です．火星は 固有の磁場を持た な い か
， もし

くは非常に微弱なた め に，太陽風 が大気に直接衝

突 します．太 陽風が超音速の ため，昼間側 では惑

星 を包む様な格好で衝撃波が形成 され，夜側に は，

彗星の ような長い プ ラ ズ マ の尾 を持つ もの と思わ

れ ます．火星では ， 主 として ， 太陽風起源の 磁場

に よ っ て ， 磁気圏が形成 されて い ると考えられま

すが，地球に み られる様に ，磁気圏と電離圏を結

ぶ電 流が流れて，電気的に閉 じた帰還回路 を形成

して い る 可能性があ ります．筆者 らは
，

上 に述べ

た衝撃波と火星磁気圏尾部の 構造お よ び火星の 磁

気圏一電離圏結合電流回路の構造の解明を主 目的と

し， 宇宙科学研究所 の グ ル ープ と共同 して
，

プ ラ

ズマ 電子計測装置（ESA ）をPLANET −B に搭載して観

測 を行い ます．現在 ，
エ ンジニ ア リ ン グ

・モ デ ル

（EM ）による予備 的 な試験 を完 了 し ， フ ライ ト ・モ

デ ル （FM ）の 製作 に取 りかか っ て い る所 です．さら

に
， 計算機 シ ミ ュ レーシ ョ ン によ る火星の 昼間側

磁気圏の 衝撃波の 構造や太陽風に よ る火星超高層

大気 イオ ン の ピ ッ クア ッ プに関す る研 究 を進 めて

お り，地球 に見 られ る現象との 相違点お よび類似

点に関 して ，あらか じめ ，理 論的な予測 をお こ な
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っ て い る とこ ろです ，

　また，気象学 ・気候学及び大気物理学分科の余

田成男 さんは
， 地球大気 にお け る大気大循環，プ

ラネタ リ
ー
波動の研究を木星 の 大気運動に応用 し

て，木星表面の縞模様の 生成過程を研究 して い ま

す．地球 と異 な っ た状況下 で も，地球 を舞台に発

展して きた理論的体系を原理的に適用する事が可

能で，その 有効性 を実証する 場 を惑星 に まで拡 げ

て
， 今後ます ます発展 してゆ くもの と思われ ます．

3． 地質学鉱物学分野の紹介

　この 分野 は，主 として ，旧理 学部地質学鉱物学

教室の 構成員か ら構成 されてお り，地球テ ク トニ

クス ・地球物質科学 ・地球生物圏史の 3 つ の 分科

か ら構成 され て い ます，

3，1 地球テ ク トニ クス分科

　固体地球の発達過程とそれに伴 うグ ロ
ーバ ル な

環境変動を研究 しようとい うの が
，

この 分科の 基

本的 なテ
ー

マ で あ り，
3 つ の小グ ル ープが相互 に

協力 しな が ら研 究 を進 め て い ます．岩石磁気 ・古

地磁気グル ープは，地球磁場の発達過程を追 うこ

とに より，
コ ア の ダイナ ミ ッ クス を理解しよ うと

してお り， また，堆積物中の磁性鉱物を指標 とし

た古環境変動の研究も行 っ て い ます．地球年代 グ

ル ープ は，K −Ar，　Ar1Ar， フ ィ ッ シ ョ ン トラ ッ クの

3 つ の 手法 を駆使 して ，地殻の成長 と変動テ ク ト

ニ ク ス を研究 して い ます．数値実験グル
ープは，地

殻や マ ン トル の ダイナ ミ クス の シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン

を主な テ
ー

マ と して い ます．

3．2 地球物質科学

　 こ の 分科で は 地球 と 隕石 の 構成物 質に つ い て ，

その 状態と成因を， 2 つ の グル ープ（岩石学グル ー

プ と鉱物学グル ープ）で ， 物質科学の 手法を用 い て

207

研究を行 っ て い ます．岩石学グ ル ープで は
， 地殻

とマ ン トル を構成する 火成岩や 変成岩 を研 究 して

い ます．現在の 研 究 は ，岩石生成 の 物理的条件の

決定，地殻 F部岩石の 温度／圧力／変形履歴／ の

解明に よ る造山運動の 研究，超塩基性岩の 岩石学，

変成帯 の 上 昇機構で す．鉱物 グ ル
ープ で は，地球

や惑星を構成する主要な鉱物 の 結晶構造，物性，

内部組織な どの 研究 を通 して ，それ らの 鉱物の 生

成条件や 生成機構 を明らか に す る こ とを目的 とし

て い ます．現在の 研究は ， 鉱物の 結晶化学や微細

組織の研究，結晶成長機構の研究，そ して隕石成

因論お よび原始太陽系での 物質進化の 研究が行わ

れて い ます．

3．3 地球生物圏史

　この 分科では，地球生物圏の歴史や過去の さま

ざまな地質現象，そして そ れ らの 相互関係を，時

間軸上 で の動態 を中心に
， 古生物学／古生態学と

堆積物／堆積岩系か らの 情報を基に研究 し て い ま

す．現在の 主な テーマ は ，D化石の マ ク ロ な形態

や微細構造 と
， それ らの機能の研究，それを基に

した生物 の 適応 や 系統進化 パ タ ーン の 研究，化石

の産状 ・機能形態 ・生物相解析などを基に した古

生態学の研究．2）化石を中心と した地質年代学や，

地質時代 を通 じて の生物相，特に無脊椎動物の 変

遷史．3）古脊椎動物，特 に，ほ乳類 の 骨格 の 形態

解析お よび硬組織の研究に基づ く系統進化．4）生

物が化石 と して 保存 され る メ カ ニ ズ ム の 研究，5）

化石 の 成長線や 堆積構造 に見られ る さまざまな縞

状構造の研究（縞々学）．6）中生代後期〜新生代 に お

け る堆積盆 地の 発達構造 の 研究，島弧 の 古環境変

遷 ・テ ク トニ ク ス の 研究．7 ）地層形成や堆積過程

の解明．それに対する野外観察お よび水路実験か

らの ア プ ロ ーチ
， などで あ ります．

こ の分野で の 教育 ・研究は，その 分科の 名前か
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らも分か る ように，主 として地球に 関する もの で

あります．惑星科学に 関係 した研究は
， Cl）惑星 ・

衛星の テ ク トニ ク ス の 研 究 ， （2）隕石成 因論お よび

原始太陽系で の 物質進 化の 研究 があ ります．（1）の

研究で は，山路敦 さん が，構造地質 の 立場 から， 探

査機の デ ータ を使 っ て惑星 ・衛星の テ ク トニ ク ス

の研究を行 っ て い ます．まず ， LUNAR −A に搭載さ

れるカメ ラで は，月面 に現れた断層や褶 曲構造を

撮影 し，月表層で の 変形量を見積 もる こ と を計画

して ます．また，SELENE プロ ジェ ク トでは，地形

カ メ ラ と レ
ー

ダサ ウ ン ダーをつ か っ て，海の層序 ・

変形量 ・ク レータ ーの地下構造などを観測 しよう

として い るそ うです．

（2）の 研究で は，筆者の
一

人（北村）が所属する鉱物

グル
ー

プが，隕石 とくに コ ン ドラ イ ト隕石の 成因

論の 研究を行 っ て い ます．コ ン ドライ ト隕石中 の

コ ン ドル ール を形成 した前駆物質を電子顕微鏡を

用 い て研究する こ とで
，

コ ン ドラ イ ト形成以 前の

歴史を ひ もとくこ とに主眼が あります．最近，コ

ン ドライ ト隕石の氷天体の 高速衝突起源説を提唱

して い ます．また ， 原始太陽系星雲で生 じたと思

われ るガ ス と結晶の 反応の実験的研究 も最近まで

行 っ て い ま した，こ こ 2 −3 年，隕石学を志望する

新 しい 学生が ない 状態で したが ， 少 し改善され っ

つ ある ようです．

　以上 の ように地球惑星科学専攻にお い て は，現

時点で は，確かに，地球以外 の 惑星 を直接 の 研 究

対象として仕事を行っ て い る研究 者の 数は少ない

とい えます，また
， 惑星科学会員 も 10 名程度に

し かすぎませ ん．しか し，見方を変える と，従来，

地球 を研究対象 の 中心 に据 えて行 っ て きた研究活

動を，惑星 を含めた もの に発展 させ る事に極端な

困難は無 く， むしろ ， 非常に楽 しい と感じる人 々

が
， 実は多数 派 なの で はない で し ょ うか ？ 特に ，

惑星探査技術が進み，ラ ン デ ィ ン グが当然 ともな

日本惑星科学会誌VoL5　No，4」996

っ て くる と，こ れ まで地球を研究するため に培 っ

て きた測地学的手法，地震波や 電磁波 を用い た物

理探査法，気象学的な手法や （極端に厚 い 大気層 を

持つ 惑星で は）海洋学的な手法 ，
さらに地質学的予

法 も，著 し い 寄与 をな し て活躍する の は疑 い の な

い こ とです．こ の 様 な観点か らも，今後の 惑星探

査計画へ の 参加 を積極的に促 し，惑星科学会 もメ

ンバ ーの方々 との 研究交流 も深め，広 い 視野で，惑

星科学 の 発展を専攻全体で推進 して ゆ く方針で す ．

　なお，理学研究科では
， 物理学 ・宇宙物理学専

攻の 物理 学第 2分野 で惑星科学 の 研究が行 われ て

お り，惑星科学会員 の 田澤雄二氏が精力的に宇宙

塵の研究 を行 っ て お られ ます．

4 ． 大学院へ の入学

　す で に 述 べ ま し た よ うに
， 平 成 6年度 か らの 大

学院重点化 に よ っ て発足 した我 々 の 新 しい 専攻で

は，従来 とは異な り， 大学院の 修士課程の 入学試

験 を共同で行っ て お ります．試験は ， 英語 ， 基礎

科目，専門科目に つ い て筆答試問を行い ，その 後

に 口頭試問を行 い ます．筆答試験の 問題は，2 つ

の 分 野 の ど の 分科 を志望 して も，同 じ問題 の 中か

ら選択 して答える こ とにな ります．したが っ て，問

題の選択範囲が広が っ た こ とが ，特徴 とな っ て い

ます．な お
， 専攻で ホ ーム ペ ージ （http：〃www ．kugi，

kyoto−u ．ac．jp：801deps）を開設して お ります の で，募

集要項な ど に関す る情報 をホ
ー

ム ペ
ー

ジか ら入手

で きます．
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